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法
学
研
究
　
第
四
十
三
巻
（
螺
輩
軒
韓
）
総
目
次

論
　
説

人
類
学
・
特
殊
社
会
学
・
一
般
社
会
学
…
…
…
…

　
　
　
　
－
人
種
集
団
概
念
に
関
す
る
考
察
ー

カ
ナ
ダ
本
邦
移
民
制
限
史
の
一
断
面
…
－

中
共
外
交
政
策
形
成
過
程
の
研
究
…
－

　
　
　
　
ー
一
九
五
三
～
四
年
を
中
心
と
し
て
ー
「

ア
ル
ベ
ー
ル
・
カ
ミ
ュ
の
反
抗
の
政
治
思
想
…
－
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ニ
オ
リ
テ
イ
じ
シ
ス
テ
ム

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
議
会
に
お
け
る
先
任
者
優
先
制
…
－
…

　
　
　
　
1
と
く
に
常
任
委
員
会
を
中
心
に
ー

ア
メ
リ
カ
の
東
南
ア
ジ
ア
政
策
…

　
　
　
　
1
一
九
五
四
年
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
会
議
を
め
ぐ
つ
て
ー

政
治
文
化
概
念
の
成
立
と
展
開
・
・
－
・

山
東
問
題
、
五
四
運
動
を
め
ぐ
る
日
中
関
係
－
・

マ
ル
シ
リ
ウ
ス
・
パ
ド
ゥ
ア
に
お
け
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
受
容
の
問
題
－

　
　
　
　
ー
そ
の
政
治
学
的
考
察
－

新
聞
の
傾
向
に
関
す
る
研
究
－
．
・

　
　
　
　
1
新
聞
の
内
容
に
つ
い
て
の
質
的
分
析
／

号
数
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英
・
米
の
地
方
政
治
制
度
（
二
・
完
）
…
…
・

　
　
　
　
ー
そ
の
特
質
と
問
題
点
ー

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
労
働
組
合
財
政
に
関
す
る
法
的
規
制
に
つ
い
て
－

公
共
企
業
体
に
お
け
る
労
使
協
議
制
…
…
－

　
　
　
　
ー
公
労
法
八
条
と
労
働
組
合
の
経
営
参
加
－

会
社
解
散
後
の
法
人
性
と
社
団
性
…
・

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
「
住
所
の
相
違
」
事
件
…
－

漁
業
水
域
の
法
的
概
念
に
つ
い
て
…
－
－

精
神
障
害
者
に
対
す
る
刑
事
処
分
に
つ
い
て
…
…
－

　
　
　
　
1
社
会
治
療
処
分
再
説
－

不
当
労
働
行
為
制
度
に
お
け
る
和
解
…
－

訴
訟
上
の
和
解
の
取
消
に
つ
い
て
…
…

株
主
に
新
株
引
受
権
が
あ
る
場
合
の
申
込
証
拠
金
の
適
法
性
…
…
…

　
　
　
　
1
東
京
地
裁
の
判
決
を
中
心
と
し
て
1

尉
倖
奨
約
と
条
件
の
法
理
…
…
－

　
　
　
　
ー
損
害
保
険
契
約
法
論
の
た
め
に
f

領
空
の
上
限
…

　
　
　
　
1
そ
の
画
定
の
意
義
と
必
要
性
を
め
ぐ
つ
て
ー

株
式
の
引
受
価
額
を
め
ぐ
る
二
・
三
の
問
題
－
…
…
－
…
…
・
…
…

　
　
　
　
ー
株
式
の
時
価
発
行
と
も
関
連
し
て
1

就
業
規
則
の
一
方
的
変
更
…

　
　
　
　
－
－
ー
秋
北
バ
ス
事
件
・
最
高
裁
大
法
廷
判
決
を
め
ぐ
つ
て
1

近
代
化
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
γ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
…
…

　
　
　
　
：
1
二
つ
の
研
究
動
向
を
中
心
と
し
て
…

養
老
律
令
の
編
纂
と
そ
の
政
治
的
背
景
…

二

－
二
　
二
二
　
二
八
○

藤
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守

－
二

－
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：
一
二

－
三

－
三

－
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一
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九
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一
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林
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－
三
二
四
三
　
六
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大
賀
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：
四

－
四
　
　
一
二

－
五
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口

六
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八
一
五
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少
年
審
判
補
助
機
関
の
成
立
過
程
…

　
　
　
　
ー
ー
序
論
的
考
察
1
ー

野
外
倉
庫
制
度
（
窯
畳
≦
畦
9
。
鼠
轟
》
崔
導
篶
馨
琶
に
つ
い
て
…
…
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
五

第
三
者
の
た
め
に
す
る
訴
訟
上
の
和
解
に
も
と
づ
く
強
制
執
行
に
つ
い
て
…
…
…
　
　
　
　
　
　
　
－
六

権
力
概
念
の
検
討
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
六

　
　
　
　
f
タ
ル
コ
ッ
ト
・
パ
ー
ソ
ン
ズ
の
場
合
－

中
国
共
産
党
に
お
け
る
毛
沢
東
の
権
威
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
生
成
と
定
着
化
過
程
－
　
　
　
　
　
⊥
ハ

　
　
　
　
i
遵
義
会
議
（
一
九
三
五
年
一
月
）
か
ら
六
期
六
中
全
会
（
一
九
三
八
年
十
月
）
の
直
前
ま
で
ー

朝
鮮
戦
争
と
中
国
人
民
解
放
軍
の
近
代
化
に
つ
い
て
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
七

ア
メ
リ
カ
の
対
日
政
策
…
…
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
七

　
　
　
　
ー
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
大
使
の
役
割
を
中
心
と
し
て
ー

刑
事
政
策
家
と
し
て
の
フ
ロ
イ
デ
ソ
タ
ー
ル
（
一
）
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
八

使
用
者
理
論
の
展
開
…
…
…
・
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
八

　
　
　
　
－
労
使
関
係
に
お
け
る
実
質
的
同
一
性
の
理
論
と
法
人
格
否
認
の
法
理
－

英
米
法
体
系
と
そ
の
司
法
行
政
の
特
質
（
一
）
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
九

刑
事
政
策
家
と
し
て
の
フ
ロ
イ
デ
ン
タ
ー
ル
（
二
）
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
九

エ
レ
ク
ト
ラ
ル
　
カ
ウ
ツ
ジ

大
統
領
選
挙
委
員
団
の
改
革
…
－
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
九

社
会
学
に
お
け
る
概
念
化
と
体
系
化
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

政
治
学
の
性
格
に
関
す
る
考
察
…
…
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⊥
○

　
　
　
　
ー
潮
田
江
次
教
授
の
「
政
治
概
念
」
を
継
承
し
て
ー

軍
縮
と
世
界
法
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

評
三
留
冨
撃
三
①
の
政
治
哲
学
…
－
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
○

社
会
民
衆
党
の
創
立
－
ー
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
O

神
功
銭
鋳
造
を
め
ぐ
る
史
的
背
景
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
○

　
　
　
　
ー
皇
朝
銭
に
対
す
る
政
治
史
的
研
藪
i

－
五
　
　
三
一

六
七

　
一一
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八
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一

九
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反
行
動
主
義
者
も
否
、
非
政
治
理
論
家
も
否
…
…

ア
メ
リ
カ
政
治
に
お
け
る
郊
外
…

潮
田
政
治
学
に
お
け
る
政
治
概
念
論
争
の
意
味
－

　
　
　
　
1
新
カ
ン
ト
派
科
学
方
法
論
の
演
じ
た
役
割
－

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
中
国
観
と
そ
の
政
策
…

　
　
　
　
ー
国
連
に
お
け
る
中
国
代
表
権
問
題
と
の
関
連
に
お
い
て
ー

中
国
の
対
外
理
解
…
－

　
　
　
　
ー
『
参
放
消
息
』
を
手
掛
り
と
し
て
I

W
・
E
・
B
・
デ
ュ
ボ
イ
と
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
ー
…

　
　
　
　
1
一
九
〇
〇
年
か
ら
一
九
一
九
年
ま
で
の
時
期
を
中
心
と
し
て
ー

内
村
鑑
三
不
敬
事
件
…
…
…

　
　
　
　
i
そ
の
思
想
史
的
考
察
ー

「
政
治
概
念
論
争
」
に
お
け
る
潮
田
学
説
…
…

　
　
　
　
1
そ
の
特
異
な
意
義
と
限
界
ー

イ
ギ
リ
ス
理
想
主
義
に
お
け
る
政
治
価
値
の
問
題
・
－

責
任
論
へ
の
国
民
性
の
投
影
－
…

英
米
法
体
系
と
そ
の
司
法
行
政
の
特
質
（
二
・
完
Y

≧
讐
馨
ロ
富
げ
一
8
”
注
岸
電
導
巴
の
窪
8
（
一
）
…
－
…
・
・
－

目
米
安
全
保
障
条
約
論
…
・

　
　
　
　
1
内
山
正
熊
教
授
の
中
立
論
批
判
－

権
利
自
白
論
（
一
）
…

＞
夷
仁
ヨ
霞
鼠
ぎ
b
導
α
H
暮
轟
琶
鴇
ぎ
。
（
二
．
完
）
－
－

二
〇
　
一
四
一

二
〇
　
一
五
九

⊥
〇
　
一
八
五

四

↓
六
六
五

工
ハ
八
三

一
七
〇
九

堀太奈
　田良
江俊
　太和

湛郎重

⊥
〇
一
二
五
一
七
三
九
　
松
本
三

⊥
〇
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五
一
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七
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池
井

二
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六
九
　
一
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九
三

郎優

小
　
田
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郎
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九
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鷲
見
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〇
三
一
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一
八
四
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二
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・
二
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二
一
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乙
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五
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一

　
二
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巻
末
一

　
　
一
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六
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資
料

明
治
十
六
年
・
津
中
学
卒
業
生
不
敬
罪
事
件
の
裁
判
記
録
…
…
・

　
　
　
　
明
治
法
制
史
料
拾
遺
（
6
）

山
県
有
朋
の
「
刑
法
改
正
理
由
」
意
見
書
…

　
　
　
　
明
治
法
制
史
料
拾
遺
（
7
）

馬
場
辰
猪
「
日
本
監
獄
論
」
に
関
す
る
新
資
料
…
…
・
…
・

　
　
　
　
明
治
法
制
史
料
拾
遺
（
8
）

マ
キ
ア
ヴ
ェ
ル
リ
生
誕
五
百
年
記
念
国
際
会
議
の
印
象
と
反
響
…
…
・

　
　
　
　
ー
G
・
プ
レ
ッ
ツ
ォ
リ
ー
二
「
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ル
リ
の
現
代
性
」
i

光
妙
寺
三
郎
の
決
闘
是
認
論
及
び
「
決
闘
条
規
」
－
…

　
　
　
　
明
治
法
制
史
料
拾
遺
（
9
）

イ
ル
マ
ー
・
タ
ム
メ
・
「
法
的
場
と
し
て
の
事
物
の
本
性
」
…

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
刑
事
訴
訟
事
件
に
お
け
る
人
格
調
査
に
関
す
る
法
律
－
…

　
　
　
　
（
ピ
茜
卜
o
O
甘
三
一
〇
9
。
目
冨
冨
o
遷
鼠
①
窃
爵
巳
茜
一
訂
0
9
葺
舘
）

神
奈
川
裁
判
所
御
雇
外
人
ヒ
ル
の
拷
問
廃
止
建
言
書
…
…

　
　
　
　
明
治
法
制
史
料
拾
遺
（
10
・
完
）

　
　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

　
　
　
　
　
か

〔
商
　
法
〕
　
九
〇
　
裏
書
の
没
収
と
連
続
な
ら
び
に
商
法
五
一
八
条
に
よ
る
供
託
の
効
カ
ー

〔
刑
　
法
〕
　
一
四

〔
労
働
法
〕
　
六
六
　
三
菱
重
工
懲
戒
減
給
事
件
…
－
－
－
・

〔
最
高
裁
民
訴
事
例
研
究
〕
　
七
二
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